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(第1表）

OO○○省所管

令和4年度歳出概算要求額総表

(単位:千円）

要求

番号

区 分

前 年 度 予 算 額

一般行政経費 その他の経費 計

(A)

4 年度概算要求額

一般行政経費 その他の経費 計

(B)

対前年度

比 較

増 △ 減

(B-A)

明細書

頁数

①

２
３
４
５

蛤

)10○○本省

010 ○ ○ 本 省 共 通 費

01-95○○本省一般行政に必要な経費

06-95審議会等に必要な経費

020 ○ ○ 費

01-95○○遂行に必要な経費

030 独立行政法人○○機構運営費

01-13独立行政法人○○機構運営費交付金に必要な経費

040 独立行政法人○○機構施設整備費

01-13独立行政法人○○機構施設整備に必要な経費

組 織 計

020○○ ○ ○ 庁

010 ○

01-15

○ ○ ○

● ● ● ● ■ ● ● ■ ● ■ ■ ● ● ● ● ●

組 織 計

所 管 計

（
空
欄
）

（
空
欄
）



(第2表）

OO○○省所管

令和4年度歳出概算要求額明細表

イ笛J参・エ［口、

要求

番号
事 項

前年度

予算額

4 年度

概算要求額
対前年度

比較増△減
備 考

①

010○ ○本省

010○ ○本省共通費

唾頚
01-95 ○○本省一般行政に必要な経費

001 既定定員に伴う経費
001 人 件 費
95016-2111⑳2-0000職員基本給

003 定員合理化に伴う経費
001 人 件 費
95016-2111-02-0000職員基本給

006 増員要求に伴う経費
001 人 件 費
95016-2111-02-0000職員基本給

009 振替定員に伴う経費
001 人 件 費
01 自律的再配置に伴う増
95016-2111-02-0000職員基本給
03 業務改革に伴う減
95016-2111-02-0000職員基本給
05 その他
95016-2111-02-0000職員基本給

011 一般行政共通経費

001 一般行政共通経贄
95016-212349-1010庁 費

＊＊力＊＊＊p＊＊*，＊＊＊
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△ひ*,＊●＊

＊p＊本＊β＊＊▲

＊〃*棒p＊＊*

へ

空

欄

）

麺荷室難官力、酔涯予言参聖

勺

30年度 元年度 2年度
、 r G q Gか

(**.***､＊**) （**､***､***) （**.***.***）
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一 色ﾆ ﾔ +

*．＊＊＊

*,＊**.＊**… … ≠ ＊，＊**・**＊；

30年度 元年度 2年度

（ ‐＊才*､.***｝ （ ＊**.***）

C ｳ

（
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**＊＊*＊ ＊*＊,＊*＊ ‐， ＊*事P＊*＊, 守寺ロ " ﾏ , [ ,
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＊＊＊
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＊
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区 分

け

F

08‘職員旅費
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09庁費
4F q -

一－七勺 e ■← ｰ●王一F 、可 － + 一 今司 上
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＊
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＊
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＊＊＊
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＊＊＊

＊＊＊

＊＊＊

令和Z年度

予 算 額

流 用 等

増△減額

函●●●“●｡e串OOqO“●“●｡O●gq

歳州予算

現 額

be“●Q●QeB蝕むeed｡◆●卸“●…

亥 州 済

歳 出 額

●“Gq●■■Dep●”｡■●◆G●●q“●･

不用甑



〔）○

J8－6010姿戻

39－1010庁

要求

番号
事 項

前年度

予算額

4 年度

概算要求額

対前年度

比較増△減
備 考

2

車
＊
＊
＊
申
＊
中
本
中
本
＊

写
＊
＊
＊
申
中
本
申
◆
＊

稗

＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
才
＊

神
神
轆
神
林
神
ａ
斡
韓

＊卓01

016

0

95

95

021

001

95

95

06－95 ．

001

001

95

95

95

006

001

95

＊＊〃＊＊車

＊なり＊~

＊*0本＊＊

神0＊な＊

＊すP＊才木

＊＊0＊＊＊

＊＊＊＊＊
げ

＊＊＊本＊
p

＊＊＊

＊＊D＊＊＊

*＊＊

（
空
欄
）

（
空
柵
）

＊中本

*＊＊

＊＊＊

＊稗

幸念＊

＊＊＊

中本本

＊
＊
＊

＊＊

＊＊

(要求要旨） ・・・・…・…・…・・・・・････・・・ ．
■ 一も e③ー一 ､

28年度 29年度 3o年度 元年度 2年度
一

（ ＊＊．＊＊＊）

子 軍 噸 ＊＊‐＊申＊

（

1 ．○○○○旅費 ＊*人＠**,＊*＊
2．○○○○○旅費 ＊*人＠**,＊*＊
０
や
。
‐

雪
例

1．印刷製本費 ＃###＃ ＊**部＠**,＊*＊
2．通信運搬費 ＃###＃ ＊**部＠*＊

*＊．“士） （ ＊＊・寧必） （ ＊＊．＊今＊） ‘ （ ＊＊．＊＊＊》

＊＊.＊亨穿 ＊＊．＊＊＊ 字＊．＊申＊ 才＊．＊＊魚』

＊
＊
＊
＊

＊
＊
＊
＊

＊
＊
＊
＊

，
１
Ｊ

，

＊
＊
＊
＊

＊
＊
＊
＊
＊＊＊

3．雑役務費 ＃####＃ ＊*,＊*＊
計 ＊*,＊*＊
(注)当該経費に係る（目)庁費の一部については、一般行政共通経費に計上している。

(要求要旨） ・・・ ・・・ ・ ・ ・ ・ ・ ・・・・・・・・・・・・ ・・・ ・ ・

(注)当該経費に係る（目)庁費については、一般行政共通経費に計上している。
●F■ L ｡ 一 一 -ｵ 弘 ご△ L L もし■ 七ﾛ ﾑ － 上 =

、
ｆ
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守 4 可 → ◇単 4 ▽己 5 申

（ ＊＊．＊＊本）
ヰヰ

中＊.＊＊＊

（

1．○○調査研究謝金 ＊人＠***,＊*＊ 12月 ＊*,＊*＊
2．○○○謝金 ＊人＠***,＊*＊ 12月 ＊*,＊*＊

計 ＊*,＊*＊

く
く
く
Ｉ
く
く
く

く
Ｉ
く
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望年度

． ＊＊．＊な＊）

＊＊．＊＊＊

＊＊し

＊＊＄

＊＊，

＊＊＊

＊＊＊

＊＊＊

*箇所 ＠＊,＊**千円 ＊*,＊*＊ （＊*,**＊

｢前年度予算（事項）○○○費及び○○○○費を組替え」
{蓼求享旨)" Q･_?≦．?”P型9． ，．”?．．.？”2．､･ ･2:?… － － "､

28年度 1 29年度 30年度 元年度

一

予 鐘.､￥ 、 "額 ．
《決 宮

‐ 、_1－－－皇室婁迩_事**)_' -- -1-_＊室傘些亭*)‐一、 ．（
. ,、マー. －－ ．"亨皇案魚蟇車専＊’ ~､‘"、 ，”*ず守､享亭亀 一

、箙 ．－ ． …一． …抄本.＊** ． 、ル*亀.率*な
輔霧 .引一 一 _ . _ **半具聾*率！

1．○○部会

■ 一 ＝も訂 F

(1) 会長 1人＊*回＠**,＊*＊
(2) 委員 ＊人＊*回＠**,**＊

2．○○部会

(1) 会長 1人＊*回＠**,**＊
(2) 委員 ＊人＊*回＠**,**＊

’
一
０
，

－
苛
口

委員出席旅費 ＊人＊*回＠*,**＊

1 ．印刷製本費
2．通信運搬費
3．雑役務費
計

＊＊＊．＊＊＊

(要求要旨） ・・・…………・ ・・…．.…・ ・
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(注)当該経費に係る（目)庁費については、審議会等共通経費に計上している。
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28年度

（ ＊本.牢牟*） （

千 麓 頬 ＊＊、中●本

29年度 30年度 元年度 2年度

本＊.＊*●）
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＊＊

＊＊＊

＊＊＊

＊＊＊

＊＊＊

＊＊＊

（ 本*.＊本*〉 （ ＊*.＊**） （ ＊*.＊**）
＊＊･も卓＊ **､力◆孝 本心．＊*＊

○○審議会(仮称） ＊*＊ （

(1) 会長 1人＊*回＠**,＊*＊
(2) 委員 ＊人＊*回"" X|＊＊ （

＊＊＊

＊＊
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可

『
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Ｐ
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）
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要求

番号 事 項
前年度

予算額

4 年度

概算要求額

対前年度

比較増△減
備 考

３
４
５

020○○費

01-95 ○○遂行に必要な経費

金
金

謝
証

諸
保

０
０

１
０
０
１
ヶ
生
む
剣
９
９
２
５
１
９
２
２
－
－

９
９

５
５
９
９

030独立行政法人○○機構運営費

01-13 独立行政法人○○機構
運営費交付金に必要な
経費
13016-2115-16-7800独立行政法人○○

機構運営費交付金■

040独立行政法人○○機構施設整備費

01-13 独立行政法人○○機構

施設整備に必要な経費

13016-1115-16-0030独立行政法人○○

、機栂施設整備費補
助金

＊＊p＊＊＊

芋＊0**申

＊＊9＊＊＊

＊*8*＊＊

＊＊

＊＊，＊＊＊

*＊〃＊＊＊

＊＊,＊＊＊

＊＊0＊＊＊

＊＊‐＊＊＊

（
空
欄
）

（
空
欄
）

＊＊＊

＊＊＊

＊＊＊

＊*＊

、

祥＊

(要求要旨） ・・・.…・ ････・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・・・ ・ ・ ・ ・ ・ ．

28年度 29年度 30年度 元年度 2年度
（ ＊**,＊**） （ ＊**,＊**） （ ＊**,＊**） （ ＊**,＊**） （ ＊**,＊**）

予 算 額 ＊**,＊*＊ ＊**‘＊*＊ ＊**,＊*＊ ＊**.＊*＊ ＊**.＊*＊
決 算 額 ＊**.＊*＊ ＊**‘＊*＊ ＊**,＊*＊ ＊**,＊*＊ ． ＊**.＊*＊
不 用 額 0 0 0 0 0

○○○謝金 ＊人＠***,＊*＊ 12月 ＊*,＊*＊ （＊*,＊*＊）

(義務的性格の根拠）民事訴訟法第259条第1項等 ＊*,**＊ （＊*,**＊）

(要求要旨）………………………．

28年度 29年度 30年度 元年度 2年度
（ ＊**,＊**） （ ＊**.＊**） （ ＊**,＊**） （ ＊**,＊**） （ ＊**.＊**）

予 算 額 ＊**,＊*＊ ＊**,＊*＊ ＊**,＊*＊ ＊**,＊*＊ ＊**.＊*＊
決 算 額 ＊**‘＊*＊ ＊**.＊*＊ ＊**,＊*＊ ＊**,＊*＊ ＊**,＊*＊
不 用 甑 0 0 0 0 0

(中期目標の期間）

(中期目標の概要）

(中期言|･画の予算）

(要求要旨） ・ ・ ・ ・ ・ ・・・ ・ ・・・．．……・ ・・・ ・ ・ ・ ・

(単位:百・勺､円）

28年度 29年度 30年度 元年度 2年度
御
《
誇

爽
舞
斡

＊
＊
＊

＊、
Ｊ
＊
＊

＊
＊
＊

＊
＊
＊

＊
０
０

。
＊
＊

＊
＊
＊

＊
＊
＊

＊卸
枠
稗

＊
＊
＊

＊
’
０

穣
帯
帯

＊判
稗
幹

＊
＊
＊

＊
０
０

０
＊
＊

＊
＊
＊

＊
＊
＊

＊１
Ｊ
＊
＊

神
斡
稗

＊
１
１

０
＊
＊

＊
＊
＊

＊
＊
＊

＊

額
額

算
算

予
決
不 用 額

(施設・設備に関する計画）

0 0 0 0 0

(馳位:百万円）

財 源 §
吟
■
ｅ
●
■
●
◆
こ
■
句
①
●
●
●
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区 別 金 額

収入

運営費交付金 ＊＊*＊

施設整備費補助金 ＊*＊

受託収入 ＊＊

計 ＊,＊*＊

支出

業務経費 ＊*＊

うちA関係経費 ＊*＊

B関係経費 ＊*＊

施設整備費 ＊＊

受託経費 ＊*＊

うちイ関係経溌 ＊*＊

ロ関係経謝 ＊*＊

一般管理費 ＊,＊*＊
計 ＊,＊*＊

施般・設備の内容 予定額



（調理要領）

1． 要求番号欄

要求番号を記載するとともに、一般行政経費となっている事項の要求番号に「○」の表示をすること。
なお、一般行政経費については、大事項単位で区分すること(大事項の内数は不可)。

2．事項欄

（1） 事項欄は、組織別、項別、事項別(大事項、中事項及び小事項)及び目別(人件費については目を更に細分する。 ）に区分して記載すること。

（2） 既定定員、定員合理化（第3表における削減欄)、増員要求（第3表における新規増員欄）及び振替定員（第3表における振替欄）に伴う人件費につい

ては、下記の例を参考に必ず事項を建てて記載すること。また、 「国の行政機関の機構・定員管理に関する方針」 （平成26年7月25日付閣議決定）にお

いて示された、 「自律的再配置に伴う増」及び「業務改革に伴う減」に該当するものは、振替定員の配下に「自律的再配置に伴う増」 ・｢業務改革に伴う減」 ・

「その他」に区分し記載すること。

001既定定員に伴う経費（中事項）

001 人件費(小事項）

003定員合理化に伴う経費

001 人件費

006増員要求に伴う経費

001 人件費

009振替定員に伴う経費

001 人件費

01 自律的再配置に伴う増

03業務改革に伴う減

05その他

なお、人件費はB分類(職員基本給、政府開発援助職員基本給、職員諸手当、政府開発援助職員諸手当、超過勤務手当、待命職員給与、常勤職員給与、

休職者給与、国際機関等派遣職員給与、短時間勤務職員給与、公務災害補償費、退職手当、国家公務員共済組合負担金、基礎年金等国家公務員共済組合

負担金、育児休業手当金国家公務員共済組合負担金(別表l参照)）を記載すること。また、定員合理化に伴う経費、増員要求に伴う経費及び振替定員に伴

う経費の備考欄には、その内訳を記載すること。

（3） 事項横断的な支出管理がなされている経費等については、当該大事項の1つの中事項（ 「○○共通経費」等)に一括計上すること。

（4） 特殊要因登録経費については、必ず事項を建てて記載すること。

（5）組織別、項別、事項別及び目別に、それぞれ次によりコード番号を付すること。

（イ） 組織コード 所管ごとに010から始まる10番おきの番号

（ロ） 項コード 原則として組織ごとに010から始まる10番おきの番号、追加の場合は中間の空き番号

（ハ） 大事項コード 原則として項ごとに01から始まる5番おきの番号とし、それぞれハイフンを付して主要経費別分類のコード番号を付すること。

追加の場合は中間の空き番号
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く
中事項コード

小事項コード

目コード

原則として大事項ごとに001から始まる5番おきの番号、追加の場合は中間の空き番号

原則として中事項ごとに001から始まる5番おきの番号、追加の場合は中間の空き番号

目ごとに主要経費別、 目的別、公債対象非対象別、経済性質別、使途別の各分類のコード番号及び従来の目番号並びに目の枝番
コード（目の枝番コードは目の名称ごとに固有の4桁の番号とする｡）を付すること。

3．前年度予算額欄

前年度予算額は、 3年度当初予算額を記載すること。

4． 4年度概算要求額欄

4年度概算要求額を記載すること。

5．備考欄

（1） 項に対応する備考欄の記載

（イ） 項ごとに、前々年度以前5か年度の予算額（補正後予算額を上段（ ）書きすること｡)、決算額、翌年度繰越額及び不用額を記載するとともに、
必要に応じ、各年度の見合の歳入予算額及び実績額を記載すること。

なお、部局ごとに作成している場合などにおいても、実績をできる限り勘案した方法により作成すること。

（ロ） 項ごとに、各事項に共通の旅費の類、庁費の類の各目について、前々年度の予算額、流用等増△減額、歳出予算現額、支出済歳出額及び不用額を
記載すること。

（2） 事項に対応する備考欄の記載

（イ） 必要に応じ、事項ごとに要求要旨を掲げるものとし、目的・問題とその重要性、経済効果又は関連収入等を簡明に記載するとともに、法律の制度、
改廃を必要とするものについては、その件名及び概要も併せて記載すること｡

（ロ） 当該事項の執行に必要な経費のうち、事項横断的な支出管理がなされていることから科目全体を○○共通経費等に計上している場合には、 「(注）
当該経費に係る（目）○○○については、○○共通経費に計上している｡」等と記載すること。

（ハ） 事項ごとに、前々年度以前5か年度の予算額（補正後予算額を上段（ ）書きすること｡)、決算額、翌年度繰越額及び差引額並びに各年度の見合
の歳入予算額及び実績額を記載すること。

（二） 必要に応じ、事項の内訳として、事務事業別又は各種経費等の区分整理を行うため事項の明細を設け、明細ごとの概算要求額を記載するとともに
対応する前年度予算額を（ ）書きで記載すること。

（3） 目に対応する備考欄の記載

（イ） 各事項のうちで、各事項に共通でない旅費の類、庁費の類、施設費、委託費、補助金、負担金等については、事項内の当該目ごとに、前々年度以
前5か年度の予算額（補正後予算額を上段（ ）書きすること｡)、決算額、翌年度繰越額及び差引額を記載すること。

（ロ） 前々年度において予備費を使用した経費は、その旨記載すること。

（ハ） 継続費、繰越明許費及び国庫債務負担行為については、その旨記載すること。

（二） ・必要に応じ、 目の内訳として、事務事業別又は各種経費等の区分整理を行うため目の明細を設けること(記載の順序は明細、積算内訳とする。 ）。
なお、各目の明細の金額は必ず事項の明細に積上げること。

(ホ） 積算内訳は、その執行実績が把握できる経費について記載するものとし、その経 説明するプ こ必要よ内訳 ．、 二 員数単価 薑



簡明｜ ‐己 その際、庁費については、費途別（別表2参照)に区分すること。また、 「｢公務部門における障害者雇用に関する基本方針」に

基づく対策の更なる充実･強化について」 （平成31年3月19日公務部門における障害者雇用に関する関係閣僚会議)に基づき庁費を減額する場合は、

その減額についても記載すること。

なお、経費の積算内訳に対応する前年度予算額を（ ）書きで記載すること。

（へ） 当該事項の執行に必要な（目)○○○の一部を事項横断的な支出管理がなされていることから○○共通経費等に計上している場合には、 「 （注）当該

経費に係る（目）○○○の一部については、○○共通経費に計上している｡」等と記載すること。

（卜） 義務的経費（各省庁に共通の経費(※)を除く。）については、その義務的性格の根拠（根拠法令等）を記載すること。

（※)各省庁に共通の経費

（目）職員基本給、政府開発援助職員基本給、職員諸手当、政府開発援助職員諸手当、超過勤務手当、待命職員給与、常勤職員給与、休職者給与、

国際機関等派遣職員給与、短時間勤務職員給与、公務災害補償費、退職手当、国家公務員共済組合負担金、基礎年金等国家公務員共済組合負

担金、育児休業手当金国家公務員共済組合負担金、委員手当、非常勤職員手当、統計調査員手当、児童手当、庁費等（自動車損害賠償責任保

険料、子ども・子育て拠出金に限る｡)、 自動車重量税、国有資産所在市町村交付金、賠償償還及払戻金

（チ） 補助金、負担金、委託費等について、その補助事業者が法人の場合は当該法人の収入支出（前々年度の実績）の内訳を、簡明に記載すること。

（リ） 事業経費については、前々年度以前5か年度の事業内容(予算及び実績)を簡明に記載すること。

（ヌ） 上記にかかわらず、人件費については備考欄の記載を省略しても差し支えない。

(4) 要求事項について前年度予算額を組替褐記したものは、 「前年度予算(事項)○○○○○○組替え」 と記載すること。ただし、事項の組替えが相当多岐に

わたるものについては、組替えを行った旨を記載するとともに別途資料で整理することとしても差し支えない。

(5) 4年度概算要求のうち、翌年度以降に財政負担の増嵩を伴う経費については、当該事項の「備考」欄に後年度負担額を次の要領によりポイントのみ簡

潔に記載し、概算要求説明の際、必ずその後年度負担の概要を説明すること。

（単位:百万円）

(イ） 後年度財政負担の増嵩を伴う経費として整理するものは原則として5年度以降8年度まで記載し、対象範囲は次のものとする。

(i)新規経費(後年度の見通しをもたないものを除く。 ）

(1)国庫債務負担行為及び継続費に係るもの。

（血)5か年計画又は10か年計画等年限を定めているもの、あるいは、今後定めようとするもの。

(iv)その他当該経費に関連して、支出の全体計画を定めているもの、あるいは、今後定めようとするもの。

(ロ） 必要に応じ、欄外に前提となる考え方等の説明を付すこと。

(ハ） 国庫債務負担行為及び継続費に係るものについては、その旨表示すること。

5年度所要額 6年度所要額 7年度所要額 8年度所要額



(二） なお、 5か年計画又は10か年計画等年限を定めているもの、あるいは、今後定めようとするものについては、次の様式により記載すること。

(6) 環境保全経費等別表3に掲げる｢各種経費｣については､当該事項又は科目の｢備考｣欄に｢各種経費コード(例原珂)」の表示(同一の事項で各種経
費の他の経費と重複する場合は「屋皿、屏呵」等と表示する｡ ）をすることとし､前々年度以前5か年度の予算額及び決算額を記載すること。

6．各経費の概算要求額の内訳見積りについては、必要に応じ、別途資料とすること。

7．所管別・主要経費大分類等を別表4－1、別表4-2、別表4－3、別表4-4、別表4-5及び別表4-6の分析表により出力し、概算要求書に添えて提出すること。

総額及び計画年次
2年度以前

予算計上額

3年度

予算額

4年度

要求額

5年度

所要額

6年度

所要額

7年度

所要額

8年度

所要額

9年度以降

所要額

○○年度～○○年度

○か年計画

総 額 （百万円）

か所数
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(調理要領）

本表は予算定員、常勤職員(（目）常勤職員給与で支給する職員)及び再任用短時間勤務職員についてそれぞれ別葉とし､会計別､組織別(特別会計に
ついては勘定別)、項別に作成すること。

なお、同一項内に法令別区分(定員令1条､警察法第56.57条定員､特別機関･人事院､大臣等特別職自衛官(予算定員･実員))が2つ以上ある場合
は､法令別に区分するとともに､所管計も法令別に区分すること。

【新規増員欄】 ‘
・ 「うち時限｣欄には､時限定員の要求人員を新規増員の内数として記載すること。

【削減欄】

． 「定員合理化目標数｣欄は､『令和2年度から令和6年度までの定員合理化目標数について』(令和元年6月28日内閣人事局長通知)に基づく定員合理
化目標数を記載すること｡ただし､業務改革による減は､振替欄上段【 】内書きにて記載するため本欄には含めない。

． 「減員｣欄は､定員合理化目標数を上回る減及び時限定員の時限到来に伴う減の人員数を記載すること。
．「独法移行減｣欄は､独法移行にかかる人員を記載すること。 （当該減員が業務改革による減として整理できる場合には、【 】内書きにて記載すること｡）

【振替欄】

． 「振替｣欄の人員数の記載にあたっては､増△減員を相殺することなく、減人員を上段に､増人員を下段に分けて各々記載すること。
・ 自律的再配置による増については、上段く＞内書きにて記載すること。
・業務改革による減については､【 】内書きにて記載すること。
． 「その他の振替｣欄は、 「部局間振替｣及び｢訓令内振替｣の合計を記載すること。

【積算内訳】

． 「新規増員｣、 「削減｣及び｢振替｣の内訳ごとに区分し､各区分をさらに事象別に区分してそれぞれの職種､級､月数､増△減人員数を記載するとともに、
理由についても簡記すること。また、時限付の場合は､その旨を明記すること(記載例の｢新規増員｣｢減員｣を参照)。
・同一事象内に法令別区分が2つ以上ある場合は､事象の頭に法令区分(例:定員令1条定員は｢令1｣､警察法第56．57条定員は｢警｣､大臣等特別職
は｢職｣)を明記すること。

． 「新規増員｣に再任用職員(フルタイム)が含まれる場合は、内書きとして､人員数を記載すること。
・常勤職員の定員化があれば､その旨､記載すること。
・ 自律的再配置による増については、内書きとして必ず記載すること。
・一般職員から行(一)7級相当以上の職員に振り替えた場合は、 （※)を付すこと。
・大臣等特別職については､4年度末予算定員の内訳を記載すること。
． 「所管計｣については､4年度末予算定員のうち再任用職員(フルタイム)について､合計人員数を増△減人員数欄に記載し､業務改革による減についても
組織別にその内訳を記載すること。
・別葉の再任用短時間勤務職員については､予算定員のスクラップ人員数を記載すること。

※政府関係機関についても､機関毎に上記に準じて作成すること。

※本表に『令和4年度機構･定員及び級別定数設定･改定の要求について』(各府省機構･定員･給与担当課長宛(3.7.7))の別添2－③｢令和4年度新規
増員及び振替要求書｣及び別添2－④｢令和4年度再任用短時間勤務職員定数要求書｣を添付すること。



(別表1）

人件費の区分表

目番号 区 分 目番号 区 分
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04
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職員基本給

政府開発援助職員基本給

職員俸給

扶養手当

地域手当

職員諸手当

政府開発援助職員諸手当

管理職手当

初任給調整手当

通勤手当

特殊勤務手当

特地勤務手当

宿日直手当

期末手当

勤勉手当

寒冷地手当

住居手当

単身赴任手当

管理職員特別勤務手当

広域異動手当

専門スタッフ職調整手当

本府省業務調整手当

警備手当

国際平和協力手当

航空手当

乗組手当

落下傘隊員手当

特別警備隊員手当

特殊作戦隊員手当

当
当
手
手
海
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航
営

在勤基本手当

配偶者手当

館長代理手当

特殊語学手当

在外住居手当

研修員手当

子女教育手当

超過勤務手当
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休職者給与

国際機関等派遣職員給与

短時間勤務職員給与

再任用短時間勤務職員給与

任期付短時間勤務職員給与

公務災害補償費

退職手当

国家公務員共済組合負担金

基礎年金等国家公務員共済組合負担金

育児休業手当金国家公務員共済組合負担金
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（別表2 ）

庁費の類の費途

費途別コード 区 分

1 0100 備 品 費

2 0200 消 耗 品 費

3 0300 被 服 費

4 0400 印 刷 製 本 費

5 0500 通 信 運 搬 費

6

0610

0621

0622

0630

光 熱 水 料

電 気 料

水 道 料

上 水 道

下 水 道

ガ ス 料

7 0700 借 料 及 び 損 料

8 0800 会 議 費

9 0900 賃 金

10 1000 保 険 料

11 1100 子ども ・ 子育て拠出金

12 1200 自 動 車
■ 一

父 換差 金

13 1300 雑 役 務 費

14 1400 自 動 車 維 持 費

15

1510

1520

1530

1540

1550

1560

1570

1580

1590

燃 料 費

暖
一

房 用 油

灯 油

A 重 油

B 重 油

C 重 油

ガ ソ リ ン

軽 油

ジ ェ ツ ト 燃料

潤 滑 油

16 1600 職 員 厚 生 経 費

17 9900 そ の 他



(別表3)各種経費コード

コー ド 項 目 コーード 頂
〆、 目

０
１
２
３
４
５
６
７
８
０
０

０
１
１
１
１
１
１
１
１
０
０

Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ｈ
Ｋ

環
環
環
環
環
環
環
環
環
青
沖

1．環境保全経費

(1)地球環境の保全

(2)大気環境の保全

(3)水環境､土壌環境､地盤環境､海洋環境の保全

(4)循環型社会の形成

(5)包括的な化学物質対策

(6)生物多様性の保全及び持続可能な利用

(7)各種施策の基盤となる施策等

(8)放射性物質による環境汚染の防止

9． 青少年対策経費

12.沖縄関係経費

Ａ
Ｃ
Ｇ
Ｋ
Ｑ

Ｗ

政
政
政
政
政
政

21．政府開発援助(ODA)経費

(1)贈与

イニ国間贈与

(ｲ)経済開発等援助

(ﾛ)債務救済

(ハ)技術協力

ロ 国際機関出資･拠出

(ｲ)国連等諸機関

(ﾛ)国際開発金融機関

(2)借款

(ｲ)国際協力機構(有償）



(別表4-1)

令和4年度 （本予算） 一般会計所管別・本府等その他組織別・主要経費大分類

く上：対当初／中：当初／下：要求＞

（単位千円）

本分析表については、一般会計について出力すること。

三段表作成システムにより分析表を出力する際、様式番号「CAAO45①」 を設定の上で、分析表を出力し、計数の確認を行い提出すること。2

区分

年金・医療等 地方交付税

交付金等

義務的経費 復興特会

繰入 エネ特繰入等

その他の経費

小計
計

国債費 合計

〈 10,757,000＞ 〈 ＞ ＜ △962, 160,000＞ 〈 488,004,000＞ ＜ ＞ 〈 ＞ 〈 △13,326,000＞ ＜ △13，326，000＞ ＜ △13,326,000＞ 〈 △476,725,000＞ 〈 297,275,000＞ ＜ △179,450,000＞

（ 48,427,000） （ ） （ 2.086,414.000） （ 550,734,000） （ ） （ ） （ 353,992,000） （ 353.992,000） （ 353,992,000） （ 3,039,567.000） （ 21,944,217,000） （ 24,983,784,000）

XX○○省 59, 184,000 1, 124,254,000 1,038,738,000 340,666,000 340,666,000 340,666,000 2,562,842,000 22,241,492,000 24,804,334,000

＜ 10,757,000＞ ＜ ＞ ＜ 0＞ 〈 ＞ ＜ ＞ 〈 ＞ ＜ 0＞ ＜ O＞ 〈 O＞ 〈 10，757，000＞ 〈 ＞ ＜ 10,757,000＞

（ 48,427,000） （ ） （ 0） （ ） （ ） （ ） （ 114．000） （ 114,000） （ 114,000） （ 48,541,000） （ ） （ 48.541，㈹0）

Cl 社会保障関係費 59. 184,000 0 114，000 114，000 114,000 59,298,000 59,298,000

〈 ＞ ＜ ＞ 〈 ＞ < ＞ ＜ ＞ 〈 ＞ 〈 △27．000＞ 〈 △27.000＞ 〈 △27,000＞ 〈 △27．000＞ 〈 ＞ 〈 △27,000＞

（ ） （ ） （ ） （ ） （ ） （ ） （ 992，000） （ 992,000） （ 992,000） （ 992.000） （ ） （ 992,000）

10文教及び科学振興費 965,000 965.000 965,000 965.000 965,000

●
●
●

＜ ＞

（ ）

＜ ＞

（ ）

＜ ＞

（ ）

〈 ＞

（ ）

＜ ＞

（ ）

< ＞

（ ）

＜ ＞

（ ）

＜ ＞

（ ）

＜ ＞

（ ）

＜ ＞

（ ）

＜ ＞

（ ）

＜ ＞

（ ）

〈 ＞ ＜ ＞ 〈 △53,002,000＞ 〈 488､004,000〉 〈 ＞ 〈 ＞ 〈 △8,688,000＞ 〈 △8,688,000＞ ＜ △8,688,000＞ 〈 426,314.000＞ 〈 ＞ 〈 426,314,000＞

（ ） （ ） （ 814,911,000） （ 550,734,000） （ ） （ ） （ 207,236,000） （ 207,236,000） （ 207,236,000） （ 1,572,881.000） （ ） （ 1,572,881,000）

95その他の事項経費 761,909,000 1.038,738,000 198,548,000 198,548,000 198,548,000 1,999, 195.000 1,999, 195,000

●
●
●

〈 ＞

（ ）

＜ ＞

（ ）

〈 ＞

（ ）

〈 ＞

（ ）

＜ ＞

（ ）

〈 ＞

（ ）

＜ ＞

（ ）

〈 ＞

（ ）

＜ ＞

（ ）

〈 ＞

（ ）

＜ ＞

（ ）

〈 ＞

（ ）

〈 10，757．000＞ 〈 ＞ 〈 △962, 160,000＞ 〈 488‘004，000＞ 〈 ＞ 〈 ＞ 〈 △13,326,000＞ 〈 △13,326,000＞ 〈 △13,326,000＞ 〈 △476,725,000＞ ＜ 297,275,000＞ 〈 △179,450,000＞

（ 48.427,000） （ ） （ 2,086,414,000） （ 550,734,000） （ ） （ ） （ 353,992,000） （ 353,992,000） （ 353,992,000） （ 3,039,567,000） （ 21,944,217,000） （ 24,983,784,000）

合計 59, 184,000 1, 124,254,000 1,038.738,000 340,666,000 340,666,000 340.666,000 2.562.842,000 22,241,492,000 24,804,334,000

〈 10.757,000＞ 〈 ＞ ＜ △962, 160.000＞ ＜ 488‘004，000＞ 〈 ＞ ＜ ＞ ＜ △13,326,000〉 〈 △13,326.000＞ ＜ △13.326,000＞ 〈 △476,725.000＞ ＜ ＞ 〈 △476,725,000＞

（ 48,427,000） （ ） （ 2,086,414,000） （ 550,734,000） （ ） （ ） （ 353,992,000） （ 353,992,000） （ 353,992,000） （ 3,039,567.000） （ ） （ 3,039,567,000）

うち一般歳出 59. 184.000 1‘ 124．254，000 1‘038.738.000 340,666.000 340,666,000 340,666,000 2,562,842.000 2,562,842,000



(別表4-2）

令和4年度 （本予算） 一般会計所管別・本府等そ所管別・本府等その他組織別・主要経費大分類

く上：対当初／中：当初／下：要求＞

公債発行対象経費 《敵ｲ汀千四）

1．本分析表については、一般会言|･のうち公債発行対象経費について作成すること。

2．三段表作成システムにより分析表を出力する際、様式番号「CAAO45③」を設定の上で、分析表を出力し、計数の確認を行い提出すること。

区分

年金・医療等 地方交付税

交付金等

義務的経費 復興特会

繰入 エネ特繰入等

その他の経費

小計
計

国債費 合計

＜ ＞ ＜ ＞ 〈 175．000＞ 〈 ＞ ＜ ＞ ＜ ＞ ＜ △3,845,000＞ 〈 △3,845,000＞ ＜ △3,845,000＞ 〈 △3,670,000＞ 〈 ＞ 〈 △3,670,000＞

（ ） （ ） （ 325，000） （ ） （ ） （ ） （ 31. 151,000） （ 31, 151.000） （ 31, 151.000） （ 31,476,000） （ ） （ 31,476,000）

XX○○省 500,000 27,306,000 27,306,000 27,306覇000 27,806,000 27,806,000

＜ ＞ ＜ ＞ ＜ ＞ ＜ ＞ ＜ ＞ ＜ ＞ ＜ △3,653,000＞ 〈 △3,653,000＞ ＜ △3,653,000＞ 〈 △3,653,000＞ ＜ ＞ ＜ △3,653.000＞

（ ） （ ） （ ） （ ） （ ） （ ） （ 28,685,000） （ 28,685,000） （ 28,685,000） （ 28,685,000） （ ） （ 28,685,000）

01 社会保障関係費 25,032.000 25,032,000 25,032.000 25,032‘000 25,032.000

〈 ＞ 〈 ＞ ＜ ＞ 〈 ＞ 〈 ＞ 〈 ＞ 〈 △73.000＞ 〈 △73.000＞ ＜ △73.000＞ 〈 △73.000〉 〈 ． ＞ 〈 △73.000＞

（ ） （ ） （ ） （ ） （ ） （ ） （ 1，578．000） （ 1,578,000） （ 1,578,000） （ 1,578‘000） （ ） （ 1,578,000）

10．文教及び科学振興費 1.505,000 1,505,000 1.505,000 1,505.000 1,505,000

●
●
●

〈 ＞

（ ）

〈 ＞

（ ）

〈 ＞

（ ）

〈 ＞

（ ）

＜ ＞

（ ）

< ＞

（ ）

〈 ＞

（ ）

＜ ＞

（ ）

＜ ＞

（ ）

〈 ＞

（ ）

＜ ＞

（ ）

〈 ＞

（ ）

〈 ＞ 〈 ＞ ＜ 175，000〉 〈 ＞ ＜ ＞ 〈 ＞ 〈 △118,000＞ 〈 △118．000＞ < △118,000＞ 〈 57，000＞ 〈 ＞ 〈 57，000＞

（ ） （ ） （ 325，000） （ ） （ ） （ ） （ 887,000） （ 887,000） （ 887,000） （ 1,212.000） （ ） （ 1‘212,000）

95 その他の事項経費 500.000 769,000 769,000 769,000 1.269.000 1,269,000

●
●
●

〈 ＞

（ ）

＜ ＞

（ ）

〈 ‐ ＞

（ ）

〈 ＞

（ ）

＜ ＞

（ ）

＜ ＞

（ ）

＜ ＞

（ ）

＜ ＞

（ ）

＜ ＞

（ ）

〈 ・＞

（ ）

〈 ＞

（ ）

〈 ＞

（ ）

〈 ＞ ＜ ＞ 〈 175.000＞ 〈 ＞ 〈 ＞ 〈 ＞ 〈 △3,845,000＞ 〈 △3,845.000＞ 〈 △3,845,000＞ 〈 △3,670.000＞ ＜ ＞ 〈 △3,670,000＞

（ ） （ ） （ 325,000） （ ） （ ） （ ） （ 31, 151,000） （ 31， 151，000） （ 31, 151,000） （ 31,476,000） （ ） （ 31,476,000）

合計 500,000 27.306.000 27.306,000 27,306.000 27.806,000 27,806.000

〈 ＞ ＜ ＞ 〈 175,000＞ 〈 ＞ ＜ ＞ ＜ ＞ ＜ △3.845,000＞ 〈 △3,845,000＞ 〈 △3.845,000＞ 〈 △3,670‘000＞ ＜ ＞ 〈 △3,670,000〉

（ ） （ ） （ 325,000） （ ） （ ） （ ） （ 31. 151,000） （ 31, 151.000） （ 31, 151,000） （ 31.476,000） （ ） （ 31,476,000）

うち一般歳出 500,000 27.306,000 27.306.000 27,306,000 27.806.000 27,806,000



(別表4-3）

令和4年度 （本予算） 特別会計 歳入予定計算書（特別会計会計勘定別）

特別会計／歳入（会計○○○○）

(頃ｲウ千円）

(調理要領）

1．本分析表については、特別会計歳入について作成すること。

2．三段表作成システムにより分析表を出力の上、計数の確認を行い提出すること。

〈特別会計〉様式番号:CAAO44P

〈復興特別会計〉様式番号：CAAO44F①

区分 当初見積額 概算見積額

対当初

増△減額 増△減率

XXXX○○保険 51,000,000,000 51,900,000,000 900,000,000 101．76

1 ○○勘定 9,000,000,000 9,200,000,000 200,000,000 102．22

2○○勘定 42.000.000.000 42,700,000,000 700.000.000 101．67

合計 51,000,000,000 51,.900,000,000 900,000,000 101．76



(別表4-4）

令和4年度 （本予算） 特別会計 予算額調（会計・機関勘定別）

特別会計／歳出（会計○○○○）

(調理要領）

1．本分析表については、特別会計歳出について作成すること。

2．三段表作成システムにより分析表を出力の上、計数の確認を行い提出すること。

〈特別会計〉様式番号:CAAO45PO

〈復興特別会計〉様式番号:CAAO45F@

区分 当初予算額 概算要求額

対当初

増△減額 増△減率

XXXX○○保険 51,000,000,000 51,900,000,000 900,000,000 101．76

1 ○○勘定 9,000,000,000 9,200,000,000 200,000,000 102．22

2○○勘定 42.000.000.000 42,700,000,000 700,000,000 101．67

合計 51.000.000.000 51,900,000,000 900,000,000 101．76



(別表4-5）

令和4年度 （本予算） 政府関係機関 収入予定計算書（政府関係機関機関勘定別）

(単位千円）

(調理要領）

1．本分析表については、政府関係機関収入について作成すること。

2．三段表作成システムにより分析表を出力する際、様式番号「CAAO44U①」を設定の上で、分析表を出力し、計数の確認を行い提出すること。

区分 当初見積額 概算見積額

対当初

増△減額 増△減率

2公 庫 200,000,000 210,000,000 10,000,000 105．00

XXX○○○○○○公庫 200,000,000 210,000,000 10,000,000 105．00

合計 200,000,000 210,000,000 10,000,000 105．00



(別表4-6）

令和4年度 （本予算） 政府関係機関 予算額調（機関・勘定別）

(単位千円）

(調理要領）

1．本分析表については、政府関係機関支出について作成すること。

2．三段表作成システムにより分析表を出力する際、様式番号「CAAO45U①」を設定の上で、分析表を出力し、計数の確認を行い提出すること。

区分 当初予算額 求額

対当初

増△減額 増△減率

2公 庫 200,000j000 210,000,000 10,000,000 105.00

XXX○○○○○○公庫 200,000,000 210,000,000 10,000,000 105．00

合計 200,000,000 210,000,000 10,000,000 105．00


